
　
サ
ル
バ
ル

サ
ン
は
1
9

0
7
年
に
パ

ウ
ル
・
エ
ー

ル
リ
ッ
ヒ
と
秦
佐
八
郎
と
に

よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
、
は
じ
め

て
の
化
学
療
法
剤
で
あ
る
。
こ

の
薬
は
、「
魔
法
の
弾
丸
」
と

い
う
異
名
を
持
っ
て
い
る
そ
う

だ
▼
オ
ペ
ラ
「
魔
弾
の
射
手
」

が
そ
の
元
ネ
タ
だ
が
、
こ
の
オ

ペ
ラ
は
も
と
も
と
ド
イ
ツ
の
伝

説
に
よ
る
も
の
で
、
百
発
百
中

必
ず
狙
っ
た
も
の
に
当
た
る
と

い
う
弾
丸
だ
。
サ
ル
バ
ル
サ
ン

に
こ
の
異
名
が
つ
い
た
の
は
、

特
定
の
細
菌
だ
け
を
倒
し
、
人

間
や
動
物
に
は
損
傷
を
与
え
な

い
薬
だ
か
ら
ら
し
い
▼
我
々
医

師
、
あ
る
い
は
研
究
者
は
疾
病

の
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
だ
け
を
倒
し
、
目
標
で
は
な

い
ヒ
ト
は
傷
つ
け
な
い
よ
う
、

医
薬
品
や
放
射
線
な
ど
を
開

発
、
使
用
し
て
疾
病
と
戦
っ
て

い
る
▼
病
気
と
の
戦
い
を
戦
争

に
喩
え
て
の
表
現
で
あ
る
が
、

共
通
点
と
し
て
ど
ち
ら
も
費
用

が
か
か
る
。
政
府
も
、
軍
事
に

出
費
す
る
の
な
ら
、
医
療
に
も

十
分
な
出
費
と
人
員
が
供
給
さ

れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い

▼
そ
し
て
、
兵
器
が
進
歩
す
る

よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
な
ど
の
よ

う
に
、
疾
患
も
次
々
と
新
ら
し

く
面
倒
な
も
の
が
登
場
す
る
の

で
、
医
療
も
進
歩
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
▼
「
腹
が
減
っ
て
は

戦
が
で
き
ぬ
」。
医
療
者
の
不

足
、
地
域
や
診
療
科
に
お
け
る

医
師
の
偏
在
問
題
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
も
、
医

療
者
が
十
分
に
働
け
る
よ
う
に

必
要
十
分
な
支
援
が
必
要
で
、

そ
れ
に
は
常
に
資
金
が
必
要

だ
。
戦
争
は
交
渉
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
て
も
、
病
気
は
交
渉
で

は
防
げ
な
い
。 ︵m

y
k
o
n
o
s

︶

新
年
度
に
あ
た
っ
て�

保
険
部
会

　
今
期
、
保
険
部
会
副
理
事
長

に
再
任
い
た
だ
い
た
。
引
き
続

き
五
つ
の
主
要
分
野
（
①
診
療

報
酬
改
善
対
策
②
審
査
・
指

導
・
監
査
対
策
③
病
院
・
有
床

診
対
策
④
社
保
対
策
⑤
研
究
対

策
）
で
の
取
り
組
み
を
踏
襲
し

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
前

進
さ
せ
て
い
き
た
い
。
今
期
は

何
に
も
増
し
て
、
①

の
診
療
報
酬
改
定
対

応
が
重
要
だ
。
安
倍

政
権
は
一
貫
し
て
社

会
保
障
費
の
毎
年
の

自
然
増
を
5
0
0
0

億
円
に
抑
え
る
政
策

を
継
続
・
累
積
し
て
き
て
お

り
、来
年
度
も
「
手
綱
を
緩
め

な
い
」（
骨
太
の
方
針
2
0
1

7
）方
針
で
あ
る
。と
な
る
と
、

次
期
改
定
は
税
収
が
落
ち
込
む

中
、
更
に
厳
し
い
支
出
抑
制
下

で
の
診
療
報
酬
改
定
と
な
り
そ

う
だ
。
し
か
し
、
現
在
す
で
に

医
院
経
営
や
患
者
の
健
康
と
命

を
守
る
医
療
実
践
は
費
用
的
に

限
界
に
き
て
い
る
。
協
会
は
個

々
の
要
求
実
現
を
通
し
て
、
医

療
内
容
の
充
実
が
図
れ
る
報
酬

体
系
を
目
指
し
て
厚
労
省
交
渉

に
当
た
る
所
存
だ
。
ま
た
今
に

わ
か
に
都
市
型
「
遠
隔
診
療
」

の
報
酬
付
け
が
持
ち
出
さ
れ
て

い
る
。
協
会
は
医
療
の
身
体
性

や
安
全
性
の
観
点
か
ら
、
あ
く

ま
で
対
面
診
療
の
補
完
と
し
て

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
限
る
べ
き

で
、
安
易
な
遠
隔
診
療
拡
大
に

は
反
対
で
あ
る
。
特
に
遠
隔
初

診
料
や
全
診
療
遠
隔
化
容
認
は

医
師
法
第
20
条
か
ら
の
逸
脱
で

反
対
だ
。そ
の
他
、中
医
協
で
の

議
論
内
容
や
決
定
事
項
の
迅
速

な
情
報
提
供
に
も
努
め
て
い
る
。

　
更
に
、
②
の
個
別
指
導
対
策

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
ま

で
個
別
指
導
の
改
善

に
向
け
厚
労
省
や
地

方
厚
生
局
に
要
請
を

行
い
、
懇
切
丁
寧
な

指
導
た
る
こ
と
や
録

音
・
弁
護
士
帯
同
を

認
め
さ
せ
る
な
ど
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
今
後
も
更

な
る
改
善
運
動
や
医
院
支
援
を

進
め
る
と
と
も
に
、
会
員
の
保

険
診
療
の
基
本
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
講
習
会
Ａ
〜
Ｄ
を

⑤
の
一
つ
と
し
て
継
続
す
る
。

そ
の
他
各
専
門
医
会
と
の
診
療

内
容
向
上
会
や
社
会
保
険
研
究

会
、
レ
セ
プ
ト
審
査
・
減
点
問

題
、
病
院
有
床
診
課
題
、
公
費

負
担
医
療
の
講
演
会
等
に
取
り

組
み
た
い
。
ま
た
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
全
国
統
一
審
査
を

軸
に
し
た
基
金
大
改
革
が
2
年

後
に
迫
っ
て
い
る
。
更
に
、
向

後
1
年
以
内
に
問
題
に
な
っ
て

く
る
患
者
の
医
療
情
報
提
供
問

題
（
次
世
代
医
療
基
盤
法
施

行
）
な
ど
に
つ
い
て
も
医
院
・

患
者
を
守
る
立
場
か
ら
、
情
報

提
供
・
運
動
化
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

医
療
の
充
実
図
る

報
酬
体
系
獲
得
目
指
し

　
協
会
は
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
の
改
定
議
論
〝
第
2
ラ
ウ
ン
ド
〞
に
向

け
、
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
改
善
要
請
行
動
を
予
定
し
て
い
る
。
会
員
各
位
に
は
是
非
と
も
本

紙
同
封
の
要
請
署
名
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
8
月
2
日
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
（
保
団
連
）
が
実
施
し
た
「
診
療
報
酬
に
係
る
厚
生
労
働
省
要
請
」
に
、
京
都
か
ら
吉
河
正

人
理
事
と
事
務
局
が
参
加
。
支
援
診
へ
の
実
態
調
査
を
基
に
し
た
「
在
宅
医
療
点
数
に
関
す
る

改
善
要
請
書
」
を
厚
労
省
に
提
出
、
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
等
の
点
数
の
一
本
化
等
、
改
善

を
訴
え
た
。

　
中
医
協
は
外
来
、在
宅
医
療
、

入
院
の
各
項
目
に
つ
い
て
す
で

に
一
通
り
議
論
を
終
え
て
い

る
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
第

2
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
「
各
検
討

項
目
の
具
体
的
な
方
向
性
に
つ

い
て
」
議
論
を
進
め
、
年
末
に

か
け
て
第
3
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て

「
改
定
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え

た
対
応
に
つ
い
て
」
議
論
を
進

め
る
。

　
協
会
は
こ
れ
ま
で
、
会
員
実

態
調
査
の
結
果
を
基
に
、
厚
労

省
に
対
し
て
改
善
要
請
を
行
っ

て
き
た
。
資
料
を
示
し
て
当
局

に
理
解
を
求
め
る
こ
と
で
、
調

査
結
果
が
中
医
協
資
料
に
採
用

さ
れ
る
、
一
部
具
体
的
に
改
善

さ
れ
る
等
の
結
果
を
得
て
き
た
。

　
ま
た
、
会
員
署
名
を
集
約
し

こ
れ
を
力
と
し
て
、
保
団
連
と

は
別
に
厚
労
省
交
渉
を
実
施
。

直
接
厚
労
省
担
当
者
に
届
け
て

改
善
を
求
め
、
こ
の
取
組
で
も

診
療
報
酬
の
改
善
に
つ
な
げ
て

き
た
。
協
会
が
ま
と
め
た
要
求

項
目
以
外
に
会
員
が
署
名
用
紙

に
書
き
込
ん
だ
独
自
要
求
も
別

紙
に
ま
と
め
て
提
出
し
て
き
た
。

　
会
員
の
意
見
、
京
都
の
医
療

現
場
の
実
態
、
要
求
を
直
接
届

け
る
運
動
は
有
効
で
あ
る
。
多

数
の
署
名
の
力
に
よ
っ
て
、
第

2
ラ
ウ
ン
ド
と
目
さ
れ
る
秋
ま

で
に
、
厚
労
省
に
署
名
を
提
出

し
て
改
善
を
要
請
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。ま
た
、首
相
、
財
務

相
、
中
医
協
会
長
・
委
員
等
関

係
各
所
に
も
要
請
す
る
。

　
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、

運
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た

だ
き
、
本
紙
同
封
の
「
改
善
要

請
書
」
に
ご
署
名
の
上
、
協
会

ま
で
ご
返
送
願
い
た
い
。
な

お
、
締
切
は
8
月
31
日（
木
）。

一
物
多
価
の
在
医
総
管

等
は
改
善
を

　
保
団
連
は
8
月
2
日
、「
診

療
報
酬
に
係
る
厚
生
労
働
省
要

請
」
を
実
施
。
厚
労
省
は
保
険

局
医
療
課
の
加
藤
拓
馬
・
吉
川

裕
貴
両
課
長
補
佐
が
対
応
し
た
。

　
今
回
の
保
団
連
要
請
は
「
2

0
1
8
年
度
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
改
定
に
向
け
た
保
団
連
要

求
」︵
本
紙
に
同
封
︶
に
基
づ

く
運
動
で
あ
る
。
内
容
は
後
日

発
行
さ
れ
る
『
全
国
保
険
医
新

聞
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
京
都
か
ら
は
厚
生
労
働
大
臣

宛
の
「
在
宅
医
療
点
数
に
関
す

る
改
善
要
請
書
」
と
同
「
実
態

調
査
結
果
」を
提
出
し
た
。
要

請
内
容
は
右
下
囲
み
の
通
り
。

　
協
会
が
4
月
に
京
都
府
の
在

宅
療
養
支
援
診
療
所
に
対
し
て

実
施
し
た
「
在
宅
医
療
点
数
に

関
す
る
実
態
調
査
」
で
は
、
在

医
総
管
、
施
設
総
管
に
つ
い

て
、
59
・
8
％
が
「
施
設
や
人

数
に
よ
り
点
数
に
格
差
が
あ
る

の
は
お
か
し
い
。
統
一
す
べ

き
」
と
回
答
。
一
方
、
受
持
ち

患
者
に
つ
い
て
、
88
・
8
％
が

「
点
数
格
差
が
あ
っ
て
も
対
応

は
変
わ
ら
な
い
、
医
療
内
容
に

差
を
付
け
な
い
」
と
回
答
し
て

い
る
。「
総
合
的
な
医
学
管
理
」

を
行
う
こ
と
に
違
い
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
点
数
に
格
差

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
明
ら

か
な
不
合
理
で
あ
る
。

　
ま
た
、
在
宅
患
者
訪
問
診
療

料
に
つ
い
て
、
在
宅
で
療
養
す

る
患
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
を

持
っ
て
お
り
、
専
門
科
の
異
な

る
複
数
の
医
療
機
関
の
医
師
が

連
携
し
て
計
画
的
に
治
療
に
当

た
る
こ
と
が
必
要
だ
。
協
会
の

調
査
で
も
、
28
・
0
％
が
「
専

門
科
の
異
な
る
複
数
の
医
師
の

定
期
的
な
訪
問
で
在
宅
医
療
を

支
え
て
い
る
例
が
あ
る
」
と
回

答
し
て
い
る
。
複
数
の
医
療
機

関
で
の
訪
問
診
療
料
の
算
定
を

認
め
る
べ
き
だ
。

　
さ
ら
に
、
訪
問
診
療
料
が
同

一
建
物
居
住
者
の
場
合
2
0
3

点
へ
低
減
さ
れ
る
取
扱
い
に
つ

い
て
、
67
・
3
％
が
「
8
3
3

点
に
一
本
化
す
べ
き
だ
」
と
回

答
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
介
護
報
酬
は
15
年

度
に
マ
イ
ナ
ス
2
・
27
％
も
の

大
幅
引
下
げ
が
実
施
さ
れ
、

厳
し
い
労
働
条
件
に
お
か
れ

た
介
護
従
事
者
等
の
離
職
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
改
善
し
て
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
実
現
」
す
る
た
め
に
は
、

介
護
報
酬
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
要
請
の
根
拠
と
趣

旨
を
、
吉
河
理
事
が
厚
労
省

に
伝
え
改
善
を
求
め
た
。
詳

細
は
後
日
、
本
紙
に
て
報
告

し
た
い
。

診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
な
ど
求
め
る

要
請
署
名
に
ご
協
力
を
！

18
年
度
診
療
報
酬
改
善
に
向
け
て

在
宅
医
療
点
数
の
実
態
を
調
査

結
果
踏
ま
え
厚
労
省
に
改
善
求
め
る

副
理
事
長  

鈴
木
　
卓

在宅医療点数に関する改善要請の内容
一．在宅時医学総合管理料、施設入居時等医
学総合管理料について、同一月に単一建物居
住者を複数人診療した場合は引き下げる取
扱いを廃止すること。
　　また、施設入居時等医学総合管理料は、
在宅時医学総合管理料の点数に引き上げて
一本化すること。

一．１人の患者を専門科の異なる複数の医師が
管理する場合、双方で在宅患者訪問診療料
の算定を認めること。
　　同一日に同一建物居住者を複数診療した
場合は在宅患者訪問診療料を引き下げる取
扱いを廃止すること。

一．介護・福祉事業に携わる職員の人材確保、
給与等の水準の改善のため、介護報酬を大
幅に引き上げること。

厚
労
省
担
当
者
に
要
請
書
を
手
渡

す
吉
河
理
事

2 0 1 7 年 （平成 2 9 年） 8 月 1 0 日 第 3 0 0 7 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp　　　アミスサイト：http://amis.kyoto

地
域
医
療
を
き
く
!
（
夜
久
野
・
南
山
城
編
）
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発
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連
載
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そ
れ
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④�

（
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面
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主な内容



西
垣 

哲
哉 

医
師

竹
澤
　
健 

医
師

　
竹
澤
氏
は
、
現
在
、
午
前
に

訪
問
診
療
を
行
い
、
午
後
に
外

来
と
い
う
診
療
ス
タ
イ
ル
で
南

山
城
村
で
の
医
療
を
行
っ
て
い

る
。
住
民
は
高
齢
者
が
多
く
、

子
ど
も
世
代
と
同
居
し
て
い
て

も
、
日
中
は
単
身
と
な
る
。
運

転
免
許
を
返
納
し
て
い
た
り
、

ひ
と
り
で
の
移
動
が
困
難
な
人

も
多
い
た
め
、
午
前
中
を
訪
問

診
療
に
当
て
て
い
る
の
だ
。
こ

の
地
域
は
山
城
南
医
療
圏
だ

が
、
生
活
圏
は
三
重
県
。
車
で

15
分
も
走
れ
ば
伊
賀
市
で
、
木

津
川
市
に
行
く
よ
り
も
近
い
。

し
か
し
、
医
療
圏
を
超
え
て
病

診
連
携
を
は
か
る
の
は
難
し

く
、
実
態
と
な
る
生
活
圏
と
医

療
圏
が
合
っ
て
い
な
い
と
感
じ

る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

　
南
山
城
村
の
医
師
は
竹
澤
氏

ひ
と
り
だ
が
、
南
山
城
村
の
人

口
は
2
9
0
0
人
ほ
ど
。
対
人

口
で
い
う
と
医
師
ひ
と
り
で
対

応
で
き
る
範
囲
だ
。
村
で
は
在

宅
看
取
り
が
多
く
、
1
年
で
約

20
人
と
な
る
。
京
都
山
城
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
が
大
変
頼
り
に

な
り
、
安
心
し
て
患
者
を
送
れ

る
こ
と
も
大
き
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
相
楽
医
師
会
が
2

0
1
1
年
に
多
職
種
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
「
き
づ
が
わ

ね
っ
と
」
を
立
ち
上
げ
た
と
の

こ
と
。
い
ろ
ん
な
職
種
の
人
た

ち
と
顔
見
知
り
に
な
り
、
実
際

の
医
療
・
介
護
の
現
場
で
生
か

さ
れ
、
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
語
っ
た
。

　
ま
た
竹
澤
氏
は
、
こ
う
し
た

取
組
み
な
ど
も
あ
り
、
地
域
に

お
け
る
医
療
過
疎
を
強
く
意
識

し
た
こ
と
は
な
い
が
、
村
の
過

疎
に
は
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

る
と
述
べ
た
。
若
い
世
代
は
南

山
城
か
ら
通
学
・
通
勤
を
せ

ず
、
生
活
の
拠
点
を
移
し
て
し

ま
う
。
50
代
く
ら
い
の
世
代
も

や
は
り
生
活
が
不
便
と
の
理
由

か
ら
移
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

　
西
垣
氏
は
、
福
知
山
医
師
会

在
籍
の
医
師
が
80
人
く
ら
い

で
、
在
宅
を
行
う
医
師
は
そ
の

う
ち
の
約
20
人
、
看
取
り
は
年

間
で
約
40
人
ほ
ど
と
説
明
。
孤

独
死
や
自
殺
な
ど
、
検
察
医
の

案
件
が
年
間
1
0
0
人
ほ
ど

で
、
施
設
や
病
院
で
亡
く
な
る

人
も
い
る
。
圧
倒
的
に
検
察
医

の
案
件
が
多
く
、
今
現
在
は
こ

の
地
域
で
の
在
宅
医
療
が
不
足

し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い

と
述
べ
た
。
近
く
に
福
知
山
市

民
病
院
や
京
都
ル
ネ
ス
病
院
な

ど
の
大
き
な
病
院
も
あ
り
、
建

替
え
や
増
床
で
特
養
へ
の
入
所

が
入
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
感

触
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
福
知
山

市
民
病
院
や
新
大
江
病
院
で
在

宅
の
医
療
チ
ー
ム
が
あ
る
そ

う
。
開
業
医
で
も
、
二
世
の
医

師
が
地
域
に
帰
っ
て
き
て
い
て

在
宅
を
担
う
若
い
医
師
が
増
え

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る

と
、
こ
の
地
域
の
医
療
資
源
は

恵
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
語
っ
た
。
医
師
以
外
の
人
た

ち
が
地
域
に
帰
っ
て
き
て
い
る

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

地
域
の
祭
な
ど
に
は
戻
っ
て
き

て
い
る
よ
う
だ
と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
夜
久
野
町
で
は
多
職

種
連
携
が
上
手
く
ま
わ
っ
て
い

て
地
域
の
民
生
委
員
の
人
も
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
。
人
口
は

お
お
よ
そ
4
0
0
0
人
で
コ
ン

パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、

顔
見
知
り
も
多
く
、
意
思

疎
通
が
は
か
り
や
す
い
。

医
療
・
介
護
に
携
わ
る
い

ろ
い
ろ
な
職
種
と
患
者
、

患
者
家
族
、
行
政
の
連
携

が
は
か
り
や
す
い
と
感
じ

て
い
る
と
述
べ
た
。

　
西
垣
氏
は
、
気
に
か
か

る
点
と
し
て
高
齢
者
の
年
金
が

ど
ん
ど
ん
下
げ
ら
れ
て
い
る
一

方
で
、
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
負
担
な
ど
が
増
え
て
い
る

こ
と
だ
と
話
し
た
。
今
後
、
高

齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

中
、
経
済
的
困
窮
が
深
く
な
れ

ば
受
診
抑
制
を
引
き
起
こ
し
、

重
症
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
の
地
域
特
有
の
こ
と
で

は
な
い
が
、
医
療
に
お
い
て
も

窓
口
負
担
の
見
直
し
な
ど
、
医

療
・
介
護
へ
の
受
診
の
保
障
が

な
に
よ
り
の
課
題
な
の
で
は
な

い
か
と
し
た
。

　地域の医療現場で抱える課題や実情を
聞こうと、開始した「地域医療をき
く！」。第２回は、夜久野町の西垣哲哉
医師（福知山・西垣内科医院）と南山城
村の竹澤健医師（相楽・竹澤内科小児科
医院）を訪問した。

地域医療
をきく! 2

他
職
種
連
携
で
地
域
医
療
支
え
る
も

村
の
過
疎
化
に
危
機
感

南山城編

地
域
医
療
支
え
る
人
材
厚
く

「
恵
ま
れ
て
い
る
」

夜久野編

い
。
残
さ
れ
る
の
は
そ
の

上
の
世
代
。
南
山
城
の
名

産
と
な
る
お
茶
農
家
も
年

々
減
っ
て
お
り
、
今
後
の

村
の
発
展
や
存
続
を
考
え

る
と
危
機
感
を
覚
え
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　
協
会
は
、
発
達
障
害
者
の
医

療
機
関
受
診
支
援
を
テ
ー
マ

に
、
5
月
20
日
、
社
会
保
険
研

究
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
医

療
法
人
宗
紀
会
つ
く
だ
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
佃
宗
紀
氏
を
講

師
に
招
い
た
。

　
内
容
は
、
①
自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
に
つ
い
て
②
二
次
障
害

と
必
要
な
配
慮
③
医
療
機
関
受

診
で
困
る
こ
と
―
と
い
う
柱
立

て
で
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

の
人
の
特
性
を
理
解
し
、
そ
れ

に
即
し
た
配
慮
を
す
る
こ
と

で
、
適
切
な
支
援
が
で
き
る
こ

と
を
大
変
わ
か
り
や
す
く
述
べ

発達障害があっても
普通に受診できるように

第
660
回
社
会
保
険
研
究
会

講師：医療法人　宗紀会　つくだクリニック 　
院長　佃　宗紀氏

第660回社会保険研究会

発達障害があっても普通に受診できるように
医療法人宗紀会 つくだクリニック 院長 佃 宗紀 氏

※第660回の配布資料は同ページに掲載しますので併せてご確認下さい。

①京都府保険医協会 https://healthnet.jp/ に接続
② 「 会員制チャンネル  臨床・保険医診療TV」をクリックし、
　「詳細を見る」をクリックする
③ 「ログインページへ」をクリックしユーザー名・パスワード
「kyohoi」を入力
④再生ボタン「 ▼」をクリック

ア
ク
セ
ス
方
法

デジタル配信 協会ホームページより
簡単アクセス！

現在
配信中

お好きな時間・場所でご覧いただけます

た
。
医
療
機
関
受
診
に
あ
た
っ

て
は
、
窓
口
か
ら
会
計
・
再
予

約
ま
で
場
面
場
面
で
の
配
慮
の

あ
り
方
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

最
後
に
、「
発
達
障
害
が
あ
っ

て
も
幸
せ
に
な
る
十
七
条
憲

法
」
を
示
し
、
頭
を
切
り
替
え

周
囲
の
人
た
ち
が
変
わ
る
こ
と

が
何
よ
り
必
要
と
ま
と
め
た
。

　
当
日
の
模
様
は
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
動
画
配
信
中
。
当

日
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た

会
員
は
是
非
、
配
信
動
画
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法

は
、
以
下
を
ご
参
照
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
当
日
配
布
資
料

は
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
併
せ

て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

東
北
被
災
地
支
援

　 

物
産
展
が
大
盛
況
！

 

ご
支
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
協
会
は
7
月
30
日
に
第
70
回

定
期
総
会
を
開
催
（
本
紙
3
0

0
9
号
に
て
詳
報
予
定
）。
懇

親
会
場
で
は
今
年
度
よ
り
新
た

に
取
り
組
ん
で
い
る
東
北
被
災

地
支
援
物
産
展
を
行
っ
た
。
販

売
は
、
岩
手
県
宮
古
市
の
「
か

け
あ
し
の
会
」。
東
日
本
大
震

災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地

区
の
ひ
と
つ
で
、
復
興
に
向
け

て
か
け
あ
し
で
取
り
組
み
た
い

と
「
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
け

あ
し
の
会
」
を
立
ち
上
げ
活
動

　滋賀県では、安定的に再生可能エネルギーを利用し、原発に依存しな
い社会の実現をめざして「しがエネルギービジョン」を策定。県をあげ
ていろいろな取組みが行われています。こうした滋賀県の姿勢や現地で
の取組みを学習するツアーを企画しました。会員はもちろん、ご家族・
スタッフの方も大歓迎です。
　ぜひご参加下さい。

日　時 10月15日（日）午前８時～午後６時30分（予定）
場　所 滋賀県東近江市、長浜市　 集　合　京都駅八条口 午前８時
参加費 会員（ご家族・スタッフを含む）5,000円　 非会員10,000円

■ あいとうふくしモール（滋賀県東近江市）
あいとうふくしモールではエネルギーの自給をめ
ざし、太陽光発電の市民共同発電所を開設してい
ます。それらの仕組みを学習し、見学したいと思
います。
■ 高月町小水力発電所（滋賀県長浜市）
農業水の水路高低差を利用した小水力発電から、
町の街灯など公共事業の充実が図られたりしてい
ます。現地で担当者の解説とともに見学します。

視

察

先

京都駅八条口――あいと
うふくしモール――尾山
中央幹線水路３号落差工
――木之本で昼食――奥
琵琶湖観音めぐり（己高
閣・世代閣、石道寺）――
北国街道木之本宿（散
策）――京都駅八条口

行 程

環境視察ツアー
一緒に湖北に見学にいきませんか？

観光もあります !

購入時に被災地の今を尋ねる人も多く

人
た
ち
が
立
ち
寄
り
、
京
都
で

は
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な

い
海
産
物
の
加
工
品
に
つ
い

て
、
質
問
し
な
が
ら
買
い
物
を

楽
し
ん
だ
。

　
総
会
の
前
後
で
は
、
29
日
に

東
山
診
療
所
で
開
催
さ
れ
た

「
東
山
平
和
ま
つ
り
」
で
の
物

産
展
、
31
日
と
8
月
1
日
に
は

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
病
院
、
亀

岡
シ
ミ
ズ
病
院
で
外
来
時
間
中

に
受
付
ロ
ビ
ー
な
ど
で
物
産
展

を
開
催
し
た
。
患
者
さ
ん
を
は

じ
め
、
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
も

多
く
来
店
い
た
だ
き
、
大
盛
況

と
な
っ
た
。（
後
日
、
本
紙
に

て
詳
報
予
定
）

　
協
会
は
引
き
続
き
、
医
療
機

関
で
の
物
産
展
開
催
協
力
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
ご
協
力
い
た

だ
け
る
場
合
は
、
協
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

を
し
て
き
た
。
現
在
は
株
式
会

社
と
な
り
、
地
域
に
少
し
で
も

仕
事
を
提
供
し
、
働
く
喜
び
や

生
き
が
い
に
つ
な
げ
た
い
と
、

地
元
の
海
産
物
の
加
工
品
を
手

に
、
全
国
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

物
産
展
を
行
っ
て
い
る
。

　
懇
親
会
に
参
加
し
た
多
く
の

お申込みは協会事務局（☎075-212-8877）まで

要申込・定員30人

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 8 月 1 0 日第 3 0 0 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
67

創
傷
処
理
の
真
皮
縫
合
加
算
に
つ
い
て

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

の

73

花山　和士　税理士

外村　弘樹　公認会計士・税理士
山口　　稔　税理士
廣井　増生　税理士
乗岡　五月　税理士
牧野　伸彦　税理士
鴨井　勝也　税理士

経営相談 ～協会の無料相談室～

協力専門家一覧　税理士

～協会の無料相談室～

◇お問い合わせは協会事務局まで ☎075-212-8877 FAX075-212-0707

お問い合わせは協会事務局（☎075-212-8877）まで

　医院経営から、贈与・相続、生命保険や損害保険など
の税務も含めて、なんでもご相談いただけます！

◇ 会員の希望される税理士をご紹介
します
◇随時、必要な時に相談できます
ご都合の良い日を日程調整します
◇相談は無料（ただし、１事案１回限り）
※ １事案につき１回の無料相談を超えての
ご相談は、個別相談に移行し有料になり
ます

（
80
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
当
該
患
者
に
は

高
血
圧
・
認
知
症

の
既
往
が
あ
っ

た
。
爪
白
癬
の
た

め
、
医
師
が
医
療

機
関
の
ベ
ッ
ド
上

で
患
者
の
爪
を
切
っ
た
。
終
了

後
、
患
者
が
ベ
ッ
ド
か
ら
丸
椅

子
に
移
り
、
左
足
の
後
、
右
足

の
靴
下
を
履
こ
う
と
し
た
際

に
、
座
っ
て
い
た
丸
椅
子
か
ら

右
側
に
転
倒
し
た
。
す
ぐ
に
、

他
の
Ａ
医
療
機
関
に
救
急
搬
送

し
た
と
こ
ろ
、「
右
大
腿
骨
転

子
部
骨
折
」
と
診
断
さ
れ
た
。

患
者
は
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
と

な
っ
た
が
、
歩
行
は
困
難
で
認

知
症
が
進
ん
だ
様
子
が
認
め
ら

れ
た
。

　
患
者
側
は
特
に
賠
償
請
求
を

行
わ
な
か
っ
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
過

去
に
自
宅
等
で
何
度
も
転
倒
し

て
い
る
患
者
で
あ
り
、
転
倒
の

リ
ス
ク
は
認
識
し
て
い
た
。
な

お
、
医
療
機
関
に
は
夫
を
連
れ

て
独
歩
で
通
院
し
て
い
た
。
今

回
の
事
故
は
医
師
と
看
護
師
の

目
前
で
発
生
し
た
が
、
転
倒
の

瞬
間
は
医
師
も
看
護
師
も
患
者

の
方
を
向
い
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
患
者
の
夫
も
診
察
室
に

は
い
な
か
っ
た
。
看
護
師
は
左

足
の
靴
下
が
問
題
な
く
履
け
た

の
を
確
認
し
た
の
で
、
右
足
の

　
Ｑ
、
創
傷
処
理
に
4
6
0
点

の
真
皮
縫
合
加
算
が
あ
り
ま
す

が
、
手
や
足
だ
と
加
算
対
象
に

な
り
ま
す
か
？

　
Ａ
、
真
皮
縫
合
を
伴
う
縫
合

閉
鎖
を
露
出
部
に
行
っ
た
場
合

に
加
算
で
き
ま
す
が
、
露
出
部

と
は
、
頭
部
、
頸
部
、
上
肢
に

あ
っ
て
は
肘
関
節
以
下
、
下
肢

に
あ
っ
て
は
膝
関
節
以
下
を
い

い
ま
す
。
足
底
部
や
踵
も
該
当

し
ま
す
。
し
か
し
、
指
・
趾
や

眼
瞼
、
手
掌
は
該
当
し
ま
せ
ん

の
で
ご
留
意
下
さ
い
。

　
ま
た
も
や
悲
劇
が
起
き
た
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
の
27
歳

の
青
年
が
、
双
極
性
障
害
で
措
置

入
院
に
な
っ
た
神
奈
川
県
の
民
間

精
神
科
病
院
で
心
肺
停
止
に
な

り
、
今
年
5
月
、
転
送
先
の
市
立

病
院
で
死
亡
し
た
。
病
理
解
剖
で

は
死
因
は
確
定
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
入
院
時
か
ら
10
日
間
も
身
体

拘
束
を
受
け
て
お
り
、
静
脈
血
栓

症
、
肺
梗
塞
を
起
こ
し
た
可
能
性

が
あ
る
と
転
送
先
の
医
師
は
遺
族

に
説
明
し
た
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
の
具
体
的
な
事
情

は
今
回
論
じ
な
い
が
、
精
神
科
で

身
体
拘
束
中
に
血
栓
・
肺
梗
塞
を

起
こ
し
て
死
亡
し
た
事
例
は
過
去

に
何
件
も
あ
り
、
い
ま
民
事
訴
訟

で
争
わ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　
体
を
動
か
せ
な
い
状
態
が
続
く

と
、
血
栓
が
生
じ
て
生
命
に
危
険

を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
の
は
医
学

の
常
識
だ
。
一
般
医
療
で
は
手
術

中
や
寝
た
ま
ま
の
状
態
が
続
く
時

の
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
災
害

時
の
車
中
泊
に
よ
る
発
症
の
危
険

は
何
度
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
総
合
病
院
精
神
医
学
会
が

2
0
0
6
年
に
出
し
た
「
静
脈
血

栓
塞
栓
症
予
防
指
針
」
や
日
本
精

神
科
救
急
学
会
の
「
精
神
科
救
急

医
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
も
、
発
症

の
リ
ス
ク
評
価
、
予
防
策
、
検
査

を
求
め
て
い
る
。「
防
げ
ま
せ
ん

で
し
た
」
で
は
済
ま
な
い
。

　
体
幹
と
四
肢
を
ベ
ル
ト
で
縛
ら

れ
て
身
動
き
で
き
な
く
さ
れ
た

ら
、
ど
れ
ほ
ど
の
恐
怖
と
苦
痛
を

も
た
ら
す
か
。
拘
束
中
は
オ
ム
ツ

を
さ
れ
、
そ
こ
に
排
泄
す
る
こ
と

に
も
な
り
、
尊
厳
も
傷
つ
く
。

　
日
本
の
精
神
科
医
療
は
身
体
拘

束
が
極
端
に
多
い
。
厚
生
労
働
省

の
調
査
（
精
神
保
健
福
祉
資
料
）

に
よ
る
と
、
14
年
6
月
30
日
時
点

の
精
神
病
床
在
院
患
者
約
29
万
人

の
う
ち
1
万
0
6
8
2
人
が
身
体

拘
束
、
1
万
0
0
9
4
人
が
隔
離

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
調
査
項

目
に
初
め
て
加
え
た
03
年
に
比

べ
、
拘
束
は
2
・
1
倍
、
隔
離
は

1
・
3
倍
に
増
え
た
。
こ
れ
は
特

定
の
1
日
だ
け
の
人
数
だ
か
ら
、

年
間
に
拘
束
・
隔
離
さ
れ
る
患
者

数
は
も
っ
と
も
っ
と
多
い
。

　
04
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で

「
医
療
保
護
入
院
等
診
療
料
」
が

設
け
ら
れ
、
そ
の
算
定
に
は
拘

束
・
隔
離
な
ど
の
妥
当
性
に
関
し

て
院
内
の
行
動
制
限
最
小
化
委
員

会
で
月
1
回
以
上
の
評
価
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
、
以

後
か
え
っ
て
増
え
続
け
て
き
た
。

　
精
神
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
不
足
を

理
由
に
挙
げ
る
人
も
い
る
。
た
し

か
に
人
手
が
あ
れ
ば
ソ
フ
ト
な
対

処
が
可
能
に
な
る
が
、
だ
か
ら
す

べ
て
の
拘
束
が
し
か
た
が
な
い
も

の
と
は
言
え
な
い
し
、
大
幅
に
増

え
た
原
因
も
説
明
で
き
な
い
。

　
介
護
施
設
で
も
昔
は
拘
束
（
抑

制
）
が
当
然
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
た
が
、
原
則
禁
止
に
な
っ
た
。

精
神
科
病
院
で
の
習
慣
・
文
化
・

意
識
は
ど
う
な
の
か
。
措
置
入
院

な
ら
入
院
時
か
ら
一
定
期
間
拘
束

す
る
な
ど
、
安
易
に
行
う
傾
向
が

広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
院
内
の
委
員
会
で
は
実
効
性
が

な
い
。
拘
束
・
隔
離
な
ど
の
行
動

制
限
は
す
べ
て
行
政
へ
届
け
る
制

度
に
変
え
る
と
と
も
に
、
外
部
の

権
利
擁
護
者
が
病
院
を
回
っ
て
人

権
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
し
く
み

を
導
入
す
べ
き
だ
。

　
拘
束
や
隔
離
の
権
限
を
持
つ
精

神
保
健
指
定
医
に
は
、
6
時
間
以

上
の
身
体
拘
束
と
12
時
間
以
上
の

隔
離
を
我
が
身
で
体
験
す
る
実
習

を
義
務
づ
け
よ
う
。
精
神
科
病
院

の
看
護
職
員
に
も
同
様
の
体
験
実

習
を
義
務
づ
け
よ
う
。

　
そ
れ
で
事
故
が
起
き
た
ら
ど
う

す
る
？　
そ
ん
な
危
な
い
実
習
は

や
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
？　
な
る

ほ
ど
。
で
は
な
ぜ
患
者
に
や
れ
る

の
か
？　
深
く
考
え
て
ほ
し
い
。

危
険
な
身
体
拘
束
が
多
す
ぎ
る

靴
下
を
履
き
終
わ
る
ま
で
は
確

認
し
な
か
っ
た
。
転
倒
は
一
瞬

の
こ
と
で
、
仮
に
医
師
や
看
護

師
が
患
者
を
注
視
し
て
い
て
も

防
止
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
、

管
理
責
任
ま
で
は
問
わ
れ
な
い

と
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

1
年
5
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
側
の
主
張
通
り
、

丸
椅
子
か
ら
の
転

倒
は
た
と
え
注
視

し
て
い
て
も
防
ぎ

き
れ
な
か
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
し

か
し
、
医
療
機
関

は
患
者
が
転
倒
し
や
す
い
こ

と
、
認
知
症
で
あ
っ
た
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
患
者
が
靴
下

を
履
く
際
は
よ
り
安
全
な
ベ
ッ

ド
上
で
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
賠
償
責
任
を
問

う
ほ
ど
の
不
注
意
と
は
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
患
者
側
も
転
倒

は
予
測
し
て
お
り
、
医
療
機
関

側
と
の
関
係
も
良
好
で
あ
っ
た

の
で
、
賠
償
問
題
に
ま
で
発
展

し
な
か
っ
た
の
は
不
幸
中
の
幸

い
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
椅
子
か
ら
の
転
倒
事

故
で
は
パ
イ
プ
椅
子
と
丸
椅
子

が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
、
医
療

機
関
で
は
、
椅
子
ひ
と
つ
選
択

す
る
に
も
安
全
性
を
考
慮
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

〈
結
果
〉

　
患
者
側
が
最
終
的
に
賠
償
請

求
を
行
わ
な
か
っ
た
の
で
、
時

間
が
経
過
し
た
後
に
立
ち
消
え

解
決
と
判
断
さ
れ
た
。

転
倒
事
故
は
一
瞬
に
し
て
発
生
し
ま
す

金
融
共
済
委
員
会

（
7
／
19
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
8
件
、
加
入
審
査
4
件

を
審
査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
2
件
を
審
査
し
全
件
可
決
し

ま
し
た
。

協会事務局は上記の期間、夏期
休務とさせていただきます。ご
了承下さい。

８月15日（火）～
 ８月16日（水）まで

事務局休務のお知らせ

院長についても給付対象者に!!
＊従業員の加入が前提です。

見舞金の給付を受けた後で
も、再度の針刺し事故で別の
感染症に感染または発病した
場合も、給付の対象に!!

手術中の血液飛散による吸入
事故も対象に!!

保険料は確定方式!!　面倒な
精算手続きはございません。
＊ 保険料は労災保険申請人数で算
出いたします。所定の通知書に
てご通知下さい。

針刺し事故感染症
見舞金補償プラン

身近なリスクの備えに

1 2
3 4

（補償制度費用保険特約セット型約定履行費用保険・三井住友海上取扱い）
４つのポイント!!ここに注目！

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 8 月 1 0 日 第 3 0 0 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



保団連医療研究フォーラム in愛知

　
奄
美
大
島
（
以
下
、
大
島
）

の
病
院
で
産
婦
人
科
医
が
空
席

と
知
り
、
海
を
渡
る
こ
と
に
し

た
。
大
阪
南
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー

で
一
晩
、
船
内
で
泊
ま
り
翌

日
、
夕
刻
、
大
島
へ
。
今
は
亡

き
四
駆
の
ダ
イ
ハ
ツ
、
ラ
ガ
ー

を
友
と
し
南
の
離
島
（
鹿
児
島

か
ら
4
0
0
㎞
南
の
沖
合
）
で

単
身
赴
任
、
独
り
部
長
と
し
て

の
激
務
が
待
っ
て
い
た
。
大
島

は
奄
美
群
島
（
大
島
、
喜
界

島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
な

ど
の
総
称
）
の
な
か
の
最
大
の

島
で
ご
存
知
の
方
も
あ
る
と
思

う
が
1
9
4
5
年
か
ら
8
年
ほ

ど
（
日
本
返
還
は
1
9
5
3
・

12
・
25
）
米
国
の
委
任
統
治
領

で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
キ
リ
ス
ト

教
の
信
者
が
1
割
ほ
ど
い
て
た

し
か
に
神
社
や
お
寺
を
見
る
こ

と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し

て
驚
く
こ
と
に
鉄
路
が
な
く
、

フ
ラ
ッ
ト
な
土
地
が
少
な
く
私

に
与
え
ら
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
病
院
ま
で
た
だ
一
本
の
道
路

し
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
コ
バ

ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
を
思
い
浮
か

べ
る
が
、
大
島
は
実
は
山
国
で

あ
り
そ
の
山
塊
に
ト
ン
ネ
ル
を

穿
ち
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保

し
つ
づ
け
る
の
だ
。
緯
度
か
ら

い
え
ば
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
に
位

置
す
る
の
で
激
し
い
豪
雨
の
あ

と
は
と
ん
で
も
な
く
澄
み
切
っ

た
青
空
を
堪
能
で
き
る
。

　
さ
て
、
仕
事
の
こ
と
、
こ
こ

ま
で
南
下
す
る
と
子
ど
も
へ
の

態
度
が
本
土
と
は
ま
る
で
異
な

り
〝
子
は
宝
な
り
〞
と
変
貌
す

る
。
当
時
の
病
棟
の
若
い
看
護

師
も
6
〜
7
人
ぐ
ら
い
は
生
み

た
い
よ
と
当
然
の
よ
う
に
宣
言

し
て
い
た
。
少
子
高
齢
化
が
常

識
の
本
土
と
は
え
ら
い
違
い
だ

（
現
在
は
大
島
で
も
や
は
り
産

ま
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

だ
が
）。
た
だ
、
ど
ん
ど
ん
生

ん
で
も
あ
る
年
齢
に
な
る
と
島

を
離
れ
て
い
く
の
で
実
数
は
な

か
な
か
増
え
な
い
の
が
痛
い
と

こ
ろ
だ
が
。
結
婚
も
早
く
そ
の

分
、
リ
ス
キ
ー
な
分
娩
が
少
な

か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

る
。
逆
に
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

で
あ
る
不
妊
治
療
の
症
例
は
島

人
口
が
5
万
ぐ
ら
い
で
少
な
い

せ
い
も
あ
る
の
か
3
年
半
で
90

人
弱
と
少
な
く
出
産
と
比
べ
受

診
の
敷
居
が
高
そ
う
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
マ
ン

チ
ュ（
１
）
の
生
活
は
ス
ト
レ
ス

も
少
な
く
今
の
京
都
で
の
難
航

を
極
め
る
治
療
と
比
べ
る
と
妊

娠
率
も
高
か
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
仕
事

よ
り
生
殖
活
動
の
ほ
う
が
優
先

す
る
と
い
う
の
が
出
生
率
全
国

ワ
ー
ス
ト
2
位
の
京
都
と
の
大

き
な
違
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

需
要
と
供
給
は
い
つ
の
時
代
で

も
解
離
す
る
の
が
常
で
出
生
と

い
う
貴
重
な
イ
ベ
ン

ト
に
対
し
て
そ
れ
を

ケ
ア
す
る
態
勢
の
貧

弱
さ
は
悲
し
い
ほ
ど

だ
。
私
が
赴
任
し
た

こ
ろ
も
群
島
で
お
産

に
携
わ
れ
る
産
婦
人
科
医
は

た
っ
た
の
3
人
、
本
来
な
ら
そ

の
ア
ク
セ
ス
か
ら
派
遣
し
や
す

い
大
学
か
ら
も
な
か
な
か
人
を

出
し
て
く
れ
な
い
。
い
き
お
い

私
の
よ
う
な
も
の
好
き
が
世
話

を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
１
）
離
島
で
生
活
す
る
人
へ
の

呼
び
名
。
愛
を
込
め
た
ニ
ュ
ア
ン
ス

だ
ろ
う

第
1
0
9
回
例
会

 

京
都
実
地
医
家
の
会

　
日　
時　
9
月
30
日
（
土
）

午
後
3
時
30
分
〜
6
時

　
場　
所　
ホ
テ
ル
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　保険医協会は京都銀行と提携し、会員に低利な融資を斡旋し
ています。８月１日より「自由ローン」と「勤務医子弟教育資金」
の融資条件を緩和し、さらにご利用いただきやすくなりました。
　新規開業資金や運転資金、住宅ローンなども低利な融資を斡
旋しています。
　お問い合わせは保険医協会（☎075-212-8877）まで。

担保条件（無担保）　　500万円　→　1,000万円
制度名 限度額 返済期間 利率（年）

自由ローン（使途自由） 5,000万円 10年 0.6％勤務医子弟教育資金 2,000万円 10年
利率は2017年８月１日現在

※ 勤務医子弟教育資金は医療法人の理事長・管理者、勤務医師が対
象となります。

協会の融資制度がますます使いやすく
自由ローン・勤務医子弟教育資金は

1,000万円まで担保不要に

　セミナーでは、医学部受験に特化した専門講師が、最新の大
学受験要項を基に、来年度以降の受験対策に向けての戦略をア
ドバイスします。どの進路に進めばいいのか、どの程度の学力
が必要か、京都の中学・高校（進学校）の情報を中心に、大学
受験の傾向を詳しく解説します。
　中学受験や医学部受験をお考えのお子様がおられる先生方
は、必聴です。今からお子様に合った医学部受験対策をしませ
んか。当日は、個別の相談も承ります。お気軽にご参加下さい。

医学部受験対策セミナー

日　時 9月7日（木）午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームA
参加費 無料　　協　賛　中央受験センター

京大医学部・京都府立医大はじめ
医学部現役合格を目指す

中級コース

医院・診療所での接遇マナー研修会
 仕事の進め方や管理の仕方、コミュニケーション方法などについて
グループワークを取り入れて学びます。伝える力・視る力・訊く力
を身につけ、自ら行動できるリーダーとして、スキルアップしませ
んか。院長先生のご参加も歓迎します。

日　時 9月28日（木）午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
講　師 谷　洋子氏（株式会社JAPAN・SIQ協会）
協　賛 有限会社アミス

定員50人・要申込

医療従事者の心構えから応対・仕事の進め方までを解説したイラ
スト入りのパンフレットです。従業員の育成や接遇力向上の一助
に、ご活用下さい。

定員 20人
（要申込）

『医院・病院で働く人たち
のために』のご案内

従業員パンフ

日　時 10月8日（日）午後４時30分～９時
 　　 9日（月・祝）午前９時～午後４時
場　所 ウィンクあいち（愛知県産業労働センター）

●記念企画（対談） ８日 午後４時45分～６時15分
今をどう生きる
子や孫が安心して暮らせる社会をどう残すか

益川 敏英氏　対談　鎌田　實氏
参加費 医師　8000円／コ・メディカル　500円
 市民・学生　無料
その他　レセプション参加費　10000円
 昼食弁当代　2000円
参加申込は京都府保険医協会まで。締切は８月31日（木）

一人ひとりの尊厳を守る
社会をめざして

―医療人に求められること―

お申込みは協会事務局（☎075-212-8877）までお申込みは協会事務局（☎075-212-8877）まで

お申込みは協会事務局（☎075-212-8877）までお申込みは協会事務局（☎075-212-8877）まで

１冊  350円（送料別）
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